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研究成果の概要（和文）：　共同研究は、二つの研究会に分けて行った。まず和漢聯句の研究会では、江戸時代
初期の慶長元和年間に作成された和漢聯句作品を収集し、その崩し字を通行の字体に翻字し、さらにそれを詳細
に注釈した。研究会は月に一度、研究分担者のほか院生・学生ら十数名が出席した。その成果の資料集は、科研
費の出版助成を得て、来年二月までに刊行の予定である。もう一つの研究会では、中国宋代の詩人黄庭堅の漢詩
に中世日本人が注釈を施した抄物である建仁寺両足院蔵『黄氏口義』の読解をすすめて、これも月に一度の研究
会により、その序文と漢詩十三首の注の翻字と詳細な注釈の作業をすすめた。こちらの成果も刊行の準備をして
いる。

研究成果の概要（英文）：Our collaborative study consisted of two separate study groups.(1) Wakan 
Renku study group; we explored the Wakan-Renku poems from the Keicho-Tenna　era (early Edo period),
and transliterated the hand-written manuscripts. We then added a detailed commentary to each poem. 
We held monthly meetings chaired by a study leader, which was attended by more than 10 undergraduate
 and graduate students. The final results are due to be published with the Grant-in-Aid publication'
s support by February 2018. (2) Shomono study group; we studied the Shomono materials on poems of 
the Chinese poet Huang Tingjian (Song Dynasty). This is "Koshi-Kugi"; a collection of commentaries 
made by Medieval Japanese scholars. The manuscript is held by Ryosokuin, Ken-ninji Kyoto. We 
organized monthly study meetings, where we have transliterated the preface and 13 poems by Huang 
Tingkian and added our own detailed commentaries. We are planning to publish the study results of "
Koshi-Kugi"as well.

研究分野： 日本文学
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１． 研究開始当初の背景 
 
和漢聯句は中世から近世にかけての宮廷を
中心として、皇族、貴族、禅僧、連歌師たち
当代一流の知識人の楽しんだ文芸であった
が、和句と漢句とを連想のままに続けるとい
う形式は現代の国文学者の関心の対象にな
りにくく、またあまりに難解すぎることもあ
り、その重要性は認識されながらも久しく研
究の手の及ばないものであった。その文学史
研究、文化史研究の空白を埋めるべく、平成
14 年～平成 19 年、京都大学文学研究科 21 世
紀 COE プログラム「グローバル化時代の多元
的人文学の拠点形成」の「極東地域における
文化交流」班(代表川合康三)は室町時代の和
漢聯句の研究に着手し、それを科学研究費基
盤研究（B）「和漢聯句の研究」（代表大谷
雅夫、平成 19 年～平成 22 年）による研究会
が継承した。そして、その成果として、『室
町前期和漢聯句資料集』(2008 年 3月)、『室
町後期和漢聯句資料集』(2010 年 3月)の二冊
と、さらに四冊の和漢聯句百韻の詳注を刊行
してきた。 
 
 
２．研究の目的 
 
室町時代の和漢聯句作品に続いて、近世初期
の和漢聯句作品を読解し、その資料集を刊行
する。そして、和漢聯句作品を正確に読解す
るためには中世近世の知識人が共有した漢
文化の教養がどのようなものであったかを
知り、それを読みこなす必要があるので、室
町時代の禅僧たちが中国詩文を注釈した抄
物と呼ばれる書物の研究を進め、その公刊を
目指す。 
 
 
３．研究の方法 
 
和漢聯句の研究会と抄物の研究会を同時並
行して開き、和漢聯句作品の翻字を進め、そ
の読解の力を養うとともに、抄物の研究会で
は中世禅僧が愛読した黄山谷の詩の抄物を
会読し、その注釈を作成する。 
 
 
４．研究成果 
 
二つの研究会のうち、和漢聯句の研究会では、
科学研究費助成事業「和漢聯句の研究」（基
盤研究(B)、課題番号 19320036）における研
究活動を引き継ぐ形で、五年間のうちに和漢
聯句作品の収集と翻刻作業、ならびに研究会
における資料の輪読を進めた。すでに上記事
業において『室町前期和漢聯句資料集』(2008
年 3 月)、『室町後期和漢聯句資料集』(2010
年 3月)の二冊を刊行しており、今回の研究で
はそれに引き続いて、慶長期（1596-1615）・
元和期（1615-1624）に成立したことが明らか

な和漢聯句作品を研究の対象とした。この時
期の作品には、後陽成天皇や後水尾天皇を中
心とした公家をはじめ、英甫永雄・西笑承兌
などの五山僧、紹巴ら連歌師等、当時の各種
文芸を代表する人々が一座している。当時の
文芸を代表する人々の活動や交流の有り様、
及びその作風についてさらに多くのことが明
らかにできる資料である。はじめに資料収集
と翻刻作業が進められた。慶長元和期の作品
は『連歌総目録』（明治書院、1997）及び国
文学研究資料館提供の連歌・演能・雅楽 DB
（http://base1.nijl.ac.jp/infolib/meta_p
ub/G0004017REG）を用いて所蔵者を確認し、
影印の収集を行った。また、翻刻作業の多く
は研究分担者である楊昆鵬氏が行い、それを
元にして、他の研究分担者らを中心に校訂を
行った。対象とした作品数はおよそ 80 であ
る。研究会は概ね一ヶ月に一度のペースで開
催し、研究分担者を中心に京都大学内外の研
究者・学生合わせて約 20 名による和漢聯句資
料の輪読・検討会を行った。専門分野の異な
る参加者が意見を交換することで、多角的か
つ正確な本文読解を行うことができた。また、
特に伝本が複数存在する作品を扱い、読解に
加えて、より適切な本文の復元をも目指した。
五年間で輪読した作品数は 28 にのぼり、これ
らの検討結果は先述した翻刻本文の校訂にも
資するところが大きい。以上の成果は、2018
年 2 月に刊行を予定している『慶長・元和和
漢聯句作品集成』として公開される予定であ
る。 
 二つ目の抄物研究会は、「中世近世国文学
における中国文学受容の研究」というテーマ
にふさわしい資料として、中国宋代の詩人黄
庭堅（黄山谷）の漢詩に中世日本人が注釈を
施した抄物を取り上げ、研究を行った。具体
的には建仁寺両足院蔵『黄氏口義』（山谷詩
私抄、山谷私抄とも。二一巻、二二冊。林宗
二筆。1560-1567 写）を対象とする黄氏口義
研究会を立ち上げ、その読解をすすめた。 
 研究会は 2012 年 6 月から開始し、2016 年
度末までに合計三十五回の研究会を開催して
いる。本書は第一冊が序に相当するため、第
二冊から読み進め、2016 年度末までに第二冊
の序文と漢詩十三首（古詩二種から秋思寄子
由まで）について詳細な読解をすすめた。研
究会は現在も継続中であり、間もなく第二冊
を読み終えるところである。 
 『黄氏口義』は林宗二が諸注を集成したも
のとされ、主材料は一韓抄（一韓智翃）と幻
雲抄（月舟寿桂）だと言われる。そのため、
研究会では『黄氏口義』と一韓抄・幻雲抄と
の比較を中心に、先行の抄物である帳中香な
ども視野に入れ、『黄氏口義』の注文の成立
と構成について議論した。加えて、黄庭堅の
詩そのもの、中国宋代の任渕注、さらには黄
氏口義の注に見られる語や表現の出典につい
て考証した。同時に、抄物の注文に用いられ
る日本語表現に検討を加えるという形で研究
会はすすめられることが多かった。参加者は



本研究の関係者を中心に、学内外の大学院生、
若手研究者を含む十名から二十名程度であっ
た。 
 また、研究会の一環として、2017 年 1 月 7
日に抄物講習会を開催し、三十名程度の参加
があった。 
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